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旭川彫刻フェスタ2025ワークショップの開催について

KJ00539282
2025年10月1日

旭川彫刻フェスタ2025ワークショップ「見えない形と見える形 粘土の中に広がる手探り
の世界」
伝統的な彫刻素材の中で、粘土は最も柔らかく直接的に手や指の力によって形態を変化さ
せられる自由な素材です。今回のワークショップでは粘土の中に空洞を掘り出します。空
洞は目で確認することが出来ません。「目で見ること」だけではなく「手で触り想像する
こと」を頼りにした作品制作を行います。更に粘土の中に作り出された空洞に石膏を流し
込み、素材と形態の転換を図ることで、作者の意図やアイデアの枠を飛び越え、新たな世
界の発見を促す体験となります。

【日時】
(1)令和7年11月1日（土曜日） 9時～16時30分
(2)令和7年11月2日（日曜日） 9時～15時30分 いずれか一日

【場所】
中原悌二郎記念旭川市彫刻美術館ステーションギャラリー
（旭川市宮下通8丁目3-1［JR旭川駅東口］）

【講師】
第43回中原悌二郎賞受賞者・中谷ミチコ氏（多摩美術大学准教授）

【内容】
粘土のかたまり（一人20kg）に指や粘土べら、身近な道具や拾ってきたモノを使って穴を
掘り出し、その空洞に石膏を流し込んで作品を作ります。完成した作品は、1週間ステー
ションギャラリーに展示し、1週間後に各自持ち帰ります。
※対象：中学生～大学生程度、定員各日10名 （要申込・先着順）、参加費無料

【主催】
旭川彫刻フェスタ実行委員会

令和7年11月1日　9時00分　～　令和7年11月2日　15時30分





※ステーションギャラリー内でのお食事はご遠慮いただいております。
　近隣の施設や旭川駅構内などをご利用ください。


